
平成
23
年度

予算総額
56億 900万円

前
年
度
と
比
べ
、
3
億
3
，
5
０
０
万
円
、
5
．
6
％
の
減
額

は

一般会計
歳入

民生費

依存財源 38 億 890 万 3 千円（67.9％）自主財源 18億9万7千円（32.1％）

15億9,575万6千円
（28.4％）

8億8,781万1千円

総務費

（15.8％）
7億7,805万3千円

教育費

（13.9％）

公債費

（12.1％）

4億5,022万1千円

衛
生
費

（8.0％）

3億3,547万円

土
木
費

（6.0％）

3億668万 1千円

商
工
費

（5.5％）
1億7,971万8千円

消
防
費

（5.0％）
1億5,204万4千円

農
林
水
産
業
費

（2.7％） 1億2,341万円
議会費

（2.2％）
予備費 2,000万円（0.4％）

町税
11億2,454万9千円

（20.0％）

諸
収
入

1億8,513万4千円（3.3％）

そ
の
他

1億9,390万円（3.5％）

地方交付税
24億7,490万3千円

（44.1％）
3億7,500万円

（6.7％）

国
庫
支
出
金

一般会計
歳出

地方消費税交付金
1 億 2,500 万円（2.2％）

災害復旧費1万6千円

6億7,982万円

町
債

県
支
出
金

緊急雇用創出基金事業（4 事業）
（農家支援事業委託料・小学校特別支援児教育介助員など）

ふるさと雇用再生特別基金事業（2 事業）
中小企業経営合理化融資制度利子補給金
日本政策金融公庫資金（マル経融資）利子補給金
町中小企業経営合理化資金預託金 

経済・雇
用対策

保健・健
康・生き

がいづく
り

875 万円

600 万円
130 万円

70 万円
7,000 万円

農業・商
業・定住

化・交流

2,243 万円
1,465 万円
2,220 万円

1,190 万円

有害鳥獣対策事業費
（鳥獣被害防止柵導入事業補助金など）
中心市街地イルミネーション事業
空き店舗活用事業補助金
新婚世帯定住奨励金
ふれあい交流事業

274 万円

100 万円
440 万円
120 万円

50 万円

教育・子
育て支援

子宮頸がん・子ども肺炎球菌・ヒ
ブワクチン予防接種委託料
乳児から中学生までの医療費助成
子ども手当
すみよし保育園運営業務委託料など

新学習指導要領に伴う小学校教師用指導書

2,027 万円

4,390 万円
2 億 9,653 万円
1 億 1,803 万円

1,095 万円

地域づく
り・安心

な暮らし

小型消防ポンプ購入
川俣町地域防災計画策定委託料
まちづくり事業補助金
羽山の森美術館事業費
おじまふるさと交流館事業費

192 万円
378 万円
300 万円
613 万円

1,158 万円

道路・環
境

浄化槽設置への補助金（52 基分）
太陽光発電システム設置への補助金（15 件分）
火葬場建設基金への積み立て
町道整備事業（10 路線）

2,405 万円
180 万円

5,000 万円
11 億 4,702 万円

町の主な事業

使用料及び手数料 8,180 万 4 千円（1.5％）

分担金及び負担金 7,352 万 8 千円（1.3％）

繰越金 2,000 万円（0.4％）など

経済・雇用情勢の回復が見込めないなか、

第 5 次振興計画“将来像”の実現に向け、子育て支援事業（子

ども手当 、子どもの予防接種）を充実

平
成
23
年
度
予
算

会  計  名 予  算  額 増減率 

国民健康保険特別会計（事業勘定） 18億 3,916 万 1千円 2.4％

国民健康保険特別会計（診療施設勘定） 466万 2千円 ▲ 0.3％

介護保険特別会計 15億 5,591 万 4千円 11.2％

後期高齢者医療特別会計 1億 6,653 万 4千円 4.6％

簡易水道事業特別会計 1,012 万 8千円 ▲ 1.8％

奨学資金特別会計 2,641 万 9千円 ▲ 6.0％

工業団地造成事業特別会計 1億 5,447 万 6千円 ▲ 1.6％

水道事業会計予算

区    分 予  算  額 増減率 

収益的収入及び支出
水道事業収益 2億 4,934万 7千円 0.2％

水道事業費用 2億 1,015万 6千円 ▲ 1.6％

資本的収入及び支出
資本的収入 5,200万 1千円 0.0％

資本的支出 2億 584万 6千円 11.4％

主な 特別会計予算

予算総額
56億 900万円
昨年度より 3億 3,500万円減額の今年度予算

　

町
の
歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
（
町
で
集
め
ら
れ
る
お
金
）
の
大
部

分
が
町
税
に
よ
る
収
入
で
す
。
近
年
の
経
済
情
勢
の
停
滞
に
よ
り
、
町

税
は
前
年
度
と
比
較
し
て
約
６
千
７
百
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
所
得
の
減
少
や
退
職
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
依
存
財
源
（
国
な
ど
か
ら
配
ら
れ
る
お
金
）
の
中
心
と
な
る
地

方
交
付
税
は
前
年
度
と
同
額
程
度
で
す
が
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
が

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
交
付
税
の
不
足
分
を
補
う
た
め

の
臨
時
財
政
対
策
債
が
前
年
度
と
比
べ
１
億
６
千
８
百
万
円
の
減
額
と

な
り
、
こ
う
し
た
不
足
分
を
町
の
貯
金
と
い
え
る
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
し
て
補
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
手
当
や
医
療
費
な
ど
の
経
費
が
さ
ら
に

増
加
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
初
年
度
と
な
る
「
第
５
次
川
俣

町
振
興
計
画
」
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
関
連
す
る
各
種
施
策
を
重
点

的
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、歳
出
を
科
目
別
に
み
る
と
、民
生
費
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
継
続
や
、
新
た
に
子
ど
も
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
の
助
成
。
衛
生
費
で
は
、
火
葬
場
建
設
基
本
計
画
の
策

定
や
火
葬
場
建
設
基
金
へ
の
積
立
を
行
い
、
土
木
費
で
は
町
道
11
箇

所
の
維
持
補
修
費
や
10
路
線
の
整
備
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
生
活

環
境
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
整
備
し
た
旧
小
島

・
福
沢
小
学
校
の
両
校
を
そ
れ
ぞ
れ
「
お
じ
ま
ふ
る
さ
と
交
流
館
」、

「
羽
山
の
森
美
術
館
」
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
運
営
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　工事：西方飯野、石橋・北山入、神廻山・田代前、
　　　  壁屋、川原田、小神秋山、八木西
　測量：杉坂大木田線、西町、米子田 2 号

3億5,734万 4千円

（6.4％） （6.0％）

3億3,805万 1千円

地方譲与税
9,540 万円（1.7％）

自動車取得税交付金
1,740 万 1 千円（0.3％）

地方特例交付金
1,940 万 4 千円（0.4％）

その他
260 万円

利子割交付金
380 万円（0.1％）

繰
入
金

2億9,651万 4千円（5.3％）

養護老人ホーム大規模改修費補助金
新型インフルエンザ予防接種委託料
各種検診委託料

（胃がん、子宮がん、乳がん、大腸がん、肺がん検診など）
妊婦検診の無料化（15 回分）




